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 本論文は、日本における漢字字体史のうち、非規範的場面において用いられる筆画の減じられた漢
字字体、すなわち略字体の史的展開を明らかにしようとしたものである。全体は 5部 12章からなる。 
 第 1部 序論は、本論文の目的と方法をまず示し（第 1章）、漢字字体を考えるための基礎概念とし
ての「字種・字体・字形・書体」の再検討をおこなう（第 2章）。また、本論で調査の対象とする文
献資料の範囲を定め、そこにみられる資料群の性質を検討し、本論における考察に備える（第 3章）。 














 第 4部 総論においては、以上をもとに略字体史を素描し、室町時代中後期を日本略字体史の画期
とする。また、略字体の発達過程の傾向を示し、略字体生成の段階的なモデルを構築した（第 11章）。 
 最後に第 5部 結語で本論の意義をまとめている（第 12章）。 
 本論文は、これまでほとんど検討されてこなかった日本における略字体の歴史を、きわめて多くの
文献を博捜することによって描き出し、日本略字体史の画期を明らかにしたものである。また、漢字
字体を考えるための基礎概念の検討をおこない、さらに略字体発達過程のモデルを示すなど、漢字字
体史研究の理論的基盤の構築もすすめている。この成果は漢字字体史研究、さらには文字・表記史研
究に大きく寄与するものといえ、高く評価できる。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
